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1-（1）岐阜市未来のまちづくり構想について                    

・2月7日(月)、本市の新たなまちづくりの総合的な方針（ビジョン）として、 

岐阜市未来のまちづくり構想を策定 

 

１ 策定の趣旨 

・現行の未来地図を見直し、新たに策定  

→見直しのきっかけの1つは、新型コロナウイルス感染症 

・コロナ後を見据え、また、従来からの課題解決をも目指す新たなビジョン 

 

２ 構想の構成に関する特色 

・「構成」は、市民の皆さんに手に取って中身を読んでもらえる親しみ易いものに 

・ポイントは次の4点 

①情報を精選し、コンパクトに ②イラストを多用した、読みたくなるデザイン 

③読者にまちづくりを自分ごとと捉え行動を促す工夫 ④中高校生も親しめる表記 

・（24・25ページ）市内中学生3名との座談会を通じた、市民の皆さんへのメッセージ 

 

３ 構想の内容に関する特色 

・構想の内容としては、大きく2点 

①2040年頃の将来像 ②将来像の実現に向けた、まちづくりの方向性 

・2040年頃は、国全体及び本市の人口構造の変化における大きな局面 

・従来からの課題、コロナ禍で浮き彫りとなった課題を踏まえながら、 

コロナ後の未来を見据えた動きを加速させ、 

社会の変化に的確に対応していくことを目指し、 

将来像を「人がつながる 創造が生まれる しなやかさのあるまち」に（14・15ページ） 

  ・将来像の実現に向けた、まちづくりの方向性としては、例えば、 

   ・（28ページ上段、3項目め）一人ひとりの特性に応じた個別最適な学びの実現 

   ・（32ページ下段、1項目め）「8050問題」などへの包括的な支援を推進 

・構想は総合的なビジョンであり、具体の施策は分野ごとの計画や事業により実現 

 

４ 今後について 

・構想は、市民の皆さんとの対話を通して作り上げた 

・この構想をきっかけとして、まちづくりを自分ごととして捉え、 

私たち行政とともに取り組んでいただきたい 

・皆さんと行政が熱く議論を交わし、共にまちづくりを進めていく岐阜市にしたい 

・明日（2/10）以降、市のホームページ・施設（下記）で本構想を公表 

・今後、市民の皆さんとの対話の場や、学校の授業等での活用を進める 

 公表場所  未来創造研究室（市庁舎 9 階）、情報公開室（同 2階） 

市民活動交流センター、コミュニティセンター8館、公民館 50館 


